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笑顔とがんばりの町

広
報おの ま ち

笑顔の門出
平成25年成人式が１月13日に行われました。
晴れ着に身を包んだ新成人たちは、懐かしい友達
との再会を喜び合い、大人としての第一歩を踏み
出しました。
（関連ページＰ２～３、24）
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平
成
25
年
成
人
式
が
１
月
13

日
、
多
目
的
研
修
集
会
施
設
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
は
、
平
成
４

年
４
月
か
ら
平
成
５
年
３
月
生

ま
れ
ま
で
の
方
が
対
象
で
す
。

　

小
野
町
で
は
、
新
成
人

１
１
６
人（
男
性
57
人
、
女
性
59

人
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
橋
本
明
日
香
さ
ん

（
反
町
）の
町
民
憲
章
朗
読
の
後
、

町
長
か
ら
新
成
人
に
お
祝
い
と

励
ま
し
の
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、
成
人
者
一
人
一
人
の

名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
成
人

者
を
代
表
し
て
阿
部
直
樹
さ
ん

（
塩
庭
一
区
）に
町
長
か
ら
成
人

証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
の
祝
辞
の
後
、
山
内

大た
い
せ
い成
さ
ん（
夏
井
）が「
成
人
と

し
て
の
責
任
と
自
覚
を
新
た
に

し
、
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
力

と
な
り
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
自
分
の
人
生
を
し
っ
か
り

歩
ん
で
い
き
た
い
」と
誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
は
終
始
厳
粛
な
中
に
も
、

会
場
は
新
成
人
の
す
が
す
が
し

二十歳の門出
―平成25年成人式― 晴れやかに



１_式には116人が参加／２_町民憲章を朗
読する橋本明日香さん（反町）／３_成人証
書を受け取る阿部直樹さん（塩庭一区）／
４_誓いのことばを述べる山内大成さん
（夏井）／５_式の様子／６_新成人の門出
を祝う「小町夢太鼓」の皆さん

2

4

3

6

5

1
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い
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
ま
し

た
。

　

式
典
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て「
小
町
夢
太
鼓
」に
よ

る
和
太
鼓
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
新
成
人
の
門

出
を
祝
福
す
る
よ
う
に
力
強

い
太
鼓
の
音
が
響
き
、
夢
太
鼓

ジ
ュ
ニ
ア
、
そ
し
て
大
人
も
加

わ
っ
て
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
に

大
き
な
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま

し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
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　第29回小野町長杯武道（剣道・柔道）大会が
昨年12月９日、海洋センターで開かれ、日頃鍛
えた技と力を競い合いました。
　開会式では、町長が選手を激励し、柔道の吉
田圭佑選手と剣道の新田真子選手が力強く選手
宣誓し、競技が開始されました。
　大会成績は次のとおりです。（敬称略）

技と力を競い合う
第29回小野町長杯武道（剣道・柔道）大会

【剣道の部】参加：65人
■小学生低学年
▷優　勝　村上　智也
▷準優勝　吉田　奎花
▷第３位　荻野　　桜
　　〃　　冨澤　麻愛

■小学生高学年
▷優　勝　生天目　駿
▷準優勝　村上　大介
▷第３位　村上　健太
　　〃　　新田　真子

【柔道の部】参加：20人
■小学生低学年
▷優　勝　西牧　亜実
▷準優勝　大川原　航
▷第３位　大川原　翔
　　〃　　大竹　拓巳

■小学生高学年
▷優　勝　杉田槙之介
▷準優勝　二瓶　　倫
▷第３位　吉田　圭佑
　　〃　　仲野谷海生

■中学生男子
▷優　勝　吉田　将志
▷準優勝　村上　友希
▷第３位　今野　駿冶
　　〃　　有村　将樹

■高校・一般団体
▷優　勝　小野剣友会H
▷準優勝　小野剣友会B
▷第３位　小野剣友会D
　　〃　　小野剣友会E

■小学生中学年
▷優　勝　猪狩　太陽
▷準優勝　吉田　早希
▷第３位　三浦　有加
　　〃　　吉田　颯瞳

■中学生男子
▷優　勝　鈴木謙太朗
▷準優勝　会田　一斗
▷第３位　輪違　勇輝
　　〃　　松本羽也人

　平澤八重さん（仲町）が金色有功章を受章され、その伝達
式が昨年12月19日、町長室で行われました。
　この章は、献血回数が100回を達成された方へ、日本赤十
字社から贈られる最高位の章です。
　当日は、町長から賞状および記念品として金色ガラス盃
が伝達されました。
　平澤さんは、高校生の頃から献血され、現在は娘さんと
親子で献血に協力されています。「献血に協力することで、
少しでも社会の役に立てれば」という意思から継続的に献血
され、今回受章されました。
　献血者が減少傾向にある中、他の模範となる活動に紙上
より感謝するとともにお祝い申し上げます。

平澤八重さん（仲町）が金色有功章を受章
～献血100回を達成～

金色有功章の伝達を受けた
平澤八重さん（右）

日頃鍛えた技と力を競い合う選手たち

日本赤十字社表彰伝達式
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　平成25年小野町消防出初式が１月
６日に行われました。
　式に先立ち、平成25年の無火災・
無災害を祈願し、統監をはじめ来賓
の方々と消防関係者による火伏の餅
つきと、塩釜神社宮司による無火災
祈願が行われました。
　式では、消防団員210人が参加す
る中、統監の町長、猪狩消防団長か
ら年頭の訓示があり、防火防災への
決意を新たにしました。
　また平成24年中に各分団の管轄区
域内で無火災を達成した第１分団、
第４分団、第７分団が表彰を受けま
した。
　厳寒期を迎え、火気を使用する機
会が増えています。火の取り扱いに
は十分注意し、火災のない小野町に
しましょう。

無火災・無災害へ向けて
平成25年小野町消防出初式

１,２_出初式の様子／３_火伏の餅つき
／４_無火災分団表彰

1

4

2

3

希望の年になりますように
小野城復古会

　新年への願いを込め、打ち上げ花火と初
日の出を迎えるイベントが昨年12月31日か
ら１月１日にかけて、小野城復古会（小泉
哲弥会長）の主催により小野城址で開かれ
ました。
　寺院からの除夜の鐘が響き渡る深夜０
時、新しい年の幕開けを告げる花火が打ち
上げられ、空気の澄んだ夜空に、色鮮やか
な大輪の花が広がりました。
　午前７時前には、小野城址からの初日の
出を見ようと、大勢の方が会場を訪れ、今
か今かと待ちわびるなか、ほぼ快晴に近い
東の空が輝き出すと、待望の朝日が顔を出
しました。
　すばらしいご来光に、集まった皆さんの
笑顔が温かく照らし出されていました。

１_イベントに参加した皆さん／２_新しい年の幕開けを告げる
花火／３_小野城址から望む初日の出

1

2 3
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　第62回“社会を明るくする運動”　福島県作文
コンテストで、小野町から藤井りょうさん（浮金
小６年）と藤井万希子さん（浮金中１年）の作品
が、福島県推進委員会優秀賞を受賞しました。
　コンテストは第62回“社会を明るくする運動”
福島県推進委員会（会長・佐藤雄平福島県知事）
の主催により毎年行われているもので、県内の
小・中学校から小学校の部に36校139点、中学校
の部に45校407点の応募がありました。

優秀賞を受賞
〈小学生の部〉藤井りょうさん（浮金小６年）
〈中学生の部〉藤井万希子さん（浮金中１年）

　表彰の伝達は、１月16日に村上貞夫小野町保護司会会長立ち会いの下、町長室で行われ、町長から受賞し
た藤井りょうさん、藤井万希子さんに表彰状と記念品が手渡されました。
　今回は、藤井万希子さんの入賞作品『ありがとうの力』を掲載します（次ページ）。なお藤井りょうさんの作
品『犯罪を防止するために』は、「広報おのまち１月号」に掲載されていますので、ご覧ください。

左２番目から藤井りょうさん、
藤井万希子さん、村上貞夫会長

第62回 “ 社会を明るくする運動 ”
福島県作文コンテスト

　第53回交通安全国民運動中央大会が１月16日、東京・日
比谷公会堂で開かれ、森田高夫さん（平舘）が交通栄誉章と
して最高位の「緑十字金章」を受章されました。
　この章は、長年にわたって交通安全に尽力された功労者
や優良運転者、交通事故防止に熱心に取り組んできた団体
などに贈られるものです。
　森田さんは平成19年３月に小野地区交通安全協会の会長
に就任、現在は合併後の田村地区交通安全協会の副会長を
務めており、交通安全活動に献身的に尽力され、交通事故
防止と交通秩序の確立に貢献された功績が認められたもの
です。
　森田さんの今後ますますのご活躍を紙上よりご祈念申し
上げます。

森田高夫さん（平舘）が交通栄誉章緑十字金章を受章
第53回交通安全国民運動中央大会

交通栄誉章緑十字金章の伝達を
受けた森田高夫さん（右）
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あ
り
が
と
う
の
力

　

小
野
町
立
浮
金
中
学
校　

１
年　

藤
井　

万
希
子　

　
「
あ
り
が
と
う
。」

　

こ
の
言
葉
を
言
わ
れ
て
、
嫌
な
気

持
ち
に
な
る
人
は
き
っ
と
い
な
い
で

し
ょ
う
。
ど
ん
な
時
も
、
ど
ん
な
人

で
も
言
わ
れ
て
う
れ
し
い
言
葉
。
私

は
こ
の
言
葉
が
好
き
で
す
。
で
す
か

ら
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
に
対
し
て

も
、
た
く
さ
ん
使
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

以
前
の
私
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
て『
あ
り
が
と
う
』と
言
っ
て

い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
時
に

か
け
ら
れ
た
母
か
ら
の「
あ
り
が
と

う
。」の
一
言
が
好
き
で
し
た
。
何
気

な
い
言
葉
な
の
で
す
が
、「
や
っ
て

よ
か
っ
た
。」と
い
う
気
持
ち
に
な
れ

ま
す
。
不
思
議
だ
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
時
、
曾
祖
母
と
の
関
わ
り

が
、
私
の
疑
問
に
答
え
を
く
れ
た
の

で
す
。

　

私
の
曾
祖
母
は
九
十
二
歳
で
す
。

今
は
体
が
弱
っ
て
い
て
病
院
に
入
院

し
て
い
ま
す
。
こ
の
曾
祖
母
の
介
護

の
手
伝
い
を
、
私
は
夏
休
み
中
に
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
細
か
い
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。
食

事
を
す
る
時
の
手
伝
い
、
歩
行
の
介

助
な
ど
。
面
倒
な
こ
と
が
多
く
、
私

は
正
直
、う
ん
ざ
り
し
て
い
ま
し
た
。

「
ど
う
し
て
、
私
が
し
な
く
て
は
い

け
な
い
の
？
子
供
の
私
に
満
足
な
介

護
が
で
き
る
わ
け
な
い
の
に
。
他
の

人
に
頼
め
ば
い
い
の
に
。」そ
ん
な
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
も
し
か
し

た
ら
口
に
出
さ
な
く
て
も
、
態
度
に

出
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

夕
方
に
な
り
、
私
が
帰
ろ
う
と
す

る
と
曾
祖
母
が
笑
顔
で
言
っ
た
の
で

す
。

「
万
希
子
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
。」

　

こ
の
一
言
で
、
私
の
中
に
く
す

ぶ
っ
て
い
た
不
満
や
疲
れ
が
飛
ん
で

い
き
ま
し
た
。
嬉
し
い
気
持
ち
で
一

杯
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
の
手
伝
い

で
す
か
ら
、
上
手
く
で
き
な
い
こ
と

や
、
至
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
で

し
ょ
う
。
曾
祖
母
の
思
う
と
お
り
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
曾
祖
母

は
感
謝
し
て
く
れ
て
い
る
。
私
の
力

で
も
、
曾
祖
母
が
気
持
ち
よ
く
な
れ

る
手
伝
い
は
で
き
る
の
だ
と
考
え
る

と
自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
や
っ
て
良
か
っ

た
。
心
か
ら
そ
う
思
え
ま
し
た
。

　

最
近
、
未
成
年
者
に
よ
る
犯
罪
や

非
行
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
う
ま

く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
と
、
自
信

が
な
く
な
り
、
自
分
を
大
切
に
で
き

な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
。「
自
分
な

ん
か
」と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

私
は
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
言
葉

の
力
が
発
揮
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば『
あ
り
が
と

う
』で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

も
感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
気
持
ち
が
明
る
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
言
で「
自
分

な
ん
か
」と
思
っ
て
い
た
心
が
、「
自

分
に
も
で
き
る
」と
い
う
自
信
に
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。
自
分
に
も
こ
ん

な
事
が
で
き
る
ん
だ
。
自
分
に
も
人

か
ら
感
謝
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
ん

だ
。
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。
こ
う

し
た
こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
い
け

ば
、
未
成
年
者
の
犯
罪
や
非
行
は

減
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
、『
あ
り
が
と
う
』と
い
う
言

葉
に
は
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
苦

し
い
時
、
悲
し
い
時
、
他
者
か
ら
の

感
謝
の
言
葉
は
自
信
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
逆
に
、
私
が
こ
の
言

葉
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
わ

れ
る
人
や
元
気
に
な
る
人
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
幸
せ
の
気
持
ち
が

連
鎖
し
て
い
く
の
で
す
。
そ
う
考
え

る
と『
あ
り
が
と
う
』の
力
は
無
限
大

で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持

ち
を
言
葉
に
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。
周
囲
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

人
々
、
私
を
支
え
て
く
れ
る
人
、
大

好
き
な
人
へ「
あ
り
が
と
う
。」と
。

こ
う
し
て
い
く
こ
と
で
明
る
い
未
来

が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
く
。
私
は

そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。
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　小野町・小野町青少年育成町民会議
主催の第17回小野町書きぞめ大会が
１月20日、多目的研修集会施設で行わ
れました。
　町内の小・中学生116人が参加し、
学年ごとに決められた課題に取り組み
ました。
　それぞれに日頃の練習の成果を発揮
し、見事な作品を完成させていました。
　審査委員の白石修子先生（福島県書
写書道教育研究会・田村市立緑小学校
教頭）、海野浩先生（福島県書写書道教
育研究会・田村市立常葉中学校教諭）
の厳正な審査の結果、入賞者は次のと
おり決定しました。（敬称略）

●大賞　　　　　　　　　　　
　清野　快斗（夏井一小１年）
　佐藤　唯夏（新町小２年）
　矢吹　葉和（新町小３年）
　白石　彩華（新町小４年）
　横田　栞里（新町小５年）
　長谷川美咲（浮金小６年）
　鈴木　望夢（小野中３年）

●準大賞　　　　　　　　　　
　上遠野愛和（新町小１年）
　佐藤　陽向（浮金小２年）
　吉田　咲希（新町小３年）
　大竹　　楓（夏井一小４年）
　有賀　友梨（新町小５年）
　吉田理彩子（新町小６年）
　久保田絵那（小野中２年）

●特選　　　　　　　　　　　
　坂本伊武稀（新町小１年）
　先﨑　琉雲（夏井一小２年）
　鈴木　恵梨（新町小３年）
　大楽　智哉（新町小４年）
　今泉　美柚（夏井一小５年）
　上遠野萌恵（新町小６年）
　藤井　雄大（浮金中２年）

●準特選　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　新田　祥大（浮金小２年）
　吉田帆乃花（新町小２年）
　小泉　公暉（新町小３年）
　長久保周子（夏井一小３年）

　西牧　良弥（新町小４年）
　二瓶　那菜（新町小４年）
　清野　里那（夏井一小５年）
　金賀　　凛（新町小５年）

　矢吹　柚葉（新町小６年）
　藤井りょう（浮金小６年）
　藤井万希子（浮金中１年）
　阿部　峻大（小野中２年）

●秀作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　根本　穂波（浮金小２年）
　長谷川倖大（浮金小２年）
　藤井万佑子（浮金小２年）
　佐藤　生美（新町小２年）
　吉田　早希（飯豊小３年）
　先﨑　美咲（新町小３年）
　吉田　美咲（飯豊小３年）
　生天目洸星（浮金小３年）

　郡司遼太郎（夏井一小４年）
　宗像　　元（新町小４年）
　今泉　綾霞（夏井一小４年）
　長谷川偉琉（浮金小４年）
　藤井　嵩大（浮金小５年）
　長久保絢子（夏井一小５年）
　佐藤　夢萌（夏井一小５年）
　松本　樹理（新町小５年）

　久保田友騎（新町小６年）
　新田　真子（浮金小６年）
　駒木根結衣（夏井一小６年）
　先﨑　杏美（新町小６年）
　西牧　真尋（小野中１年）
　平野菜美子（小野中２年）
　赤坂　祐樹（小野中２年）
　横田　竜也（小野中３年）

気持ち新たに　力強く
第17回小野町書きぞめ大会

◁課題に取り組む参加者

▽右から大賞の清野快斗
　さん、佐藤唯夏さん、　
　矢吹葉和さん、白石彩
　華さん、横田栞里さん、
　長谷川美咲さん、鈴木
　望夢さん
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▷小野町シニアお元気会の
　佐藤信忠会長（右）と野崎喜
則副会長（左）

▷左２番目から小野町商工
会女性部の小坂美幸部長、
役員の高橋美佐子さん、
渡辺千恵子さん

◁中央から右に小野町ライ
　オンズクラブの吉田代吉
　会長、役員の斎藤升男さ
　ん、国分喜正さん。左は
　西牧義和さん

　年末年始にかけ、町内の各団
体から募金・寄付が寄せられま
した。昨年12月26日に、小野町
シニアお元気会（佐藤信忠会長）
と小野町ライオンズクラブ（吉
田代吉会長）の役員の皆さんが
町長室を訪れ、歳末たすけあい
募金を町長に手渡しました。ま
た１月９日には小野町商工会女
性部（小坂美幸部長）の役員の皆
さんが、町の福祉事業に役立て
てほしいと町長に寄付金を手渡
しました。商工会女性部は古着
のリサイクル活動に取り組んで
おり、今回昨年11月に開催され
た「小町ふれあいフェスタ」での
バザー売上金を町に寄付したも
のです。
　募金・寄付された方々に紙上
より厚くお礼申し上げます。

あたたかい募金・寄付が
寄せられました
小野町シニアお元気会、小野
町ライオンズクラブ、小野町
商工会女性部

　小野町議会12月定例会で、固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて同意され、阿部重吉さん（再任）に町長から辞令が交付されま
した。
　任期は、平成24年12月25日から平成27年12月24日までの３年間で
す。
　固定資産に係る不服申し立てがあった場合、公平・中立的な立場
からの審査をよろしくお願いします。

委員に阿部重吉さん（再任）を選任
固定資産評価審査委員会

阿部重吉委員



　

解
散
に
伴
う
第
46
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
の
投
票
が
昨
年
12

月
16
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
投

票
率
が
71
・
62
％（
小
選
挙
区
選

挙
）で
、
県
平
均
の
58
・
86
％

を
12
・
76
％
上
回
る
投
票
率
と

な
り
ま
し
た
。

　

期
日
前
投
票
所
で
行
っ
た
投

票
者
の
数
が
、
２
，２
１
７
人

で
過
去
最
高
の
投
票
者
数
と
な

り
ま
し
た
。
投
票
を
行
っ
た
方

第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
結
果

投
票
率
71
・
62
％
（
小
選
挙
区
）

の
３
割
以
上
の
方
が
期
日
前
投

票
所
で
投
票
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
に
お
い
て
、
選

挙
事
務
お
よ
び
棄
権
防
止
の
た

め
啓
発
な
ど
に
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
対

し
、
紙
上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

な
お
投
票
お
よ
び
開
票
の
結

果
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。
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　町では、地球温暖化対策の観点から、環境負荷
の少ない持続可能なまちづくりを推進するため、
太陽光発電システムを導入する方に対して、設置
費用の一部を補助しています。
　今年度は、申請件数が当初の見込みを上回って
いることから、予算枠を拡大しました。
　また募集期間を延長しました。
■補助対象となる太陽光発電システム
・住宅の屋根等への設置に適した、太陽光エネル
　ギーを電気に変換し低圧または高圧の配電線と
　逆潮流有で連系するシステムで、電力事業者と
　電力受給契約を締結するもの
・未使用のもの（中古品は対象外）
■補助対象となる方
・自ら居住するまたは居住しようとする町内の住宅
に太陽光発電システムを設置する方、町内の事業
所等に太陽光発電システムを設置する事業者
・町税を滞納していない方（申請者と生計を同一に
する方を含みます）
・以前、同一の種類の機器に対する町の補助金そ
の他これに類するものの交付を受けていない方
■補助金の額
　１キロワット当たり２万円（個人は最大４キロ
ワット８万円、事業所は最大５キロワット10万円
まで、端数については、千円未満を切り捨てます）
※その他、国、県の制度がございますので、別途
お問い合わせください。
■募集期間　２月28日㊍まで
■注意事項
・補助金交付決定後に太陽光発電システム設置工
　事に着手していただきます。
　申請日には、工事未着工であることが条件です。
・３月31日㊐までに実績報告書を提出していただ
　きます。
　３月31日㊐までに事業を終了することが条件です。
・すでに太陽光発電システムを設置した方は、補
　助金の交付対象とはなりません。
・補助金申請は先着順となります。予算の範囲内
　での受け付けとなりますので、予定額に達した
　場合は終了します。
■お問い合わせ・申請先
　企画商工課　☎72-6939　℻  71-1037

太陽光発電システム
補助制度延長のお知らせ

■投票結果（福島県小選挙区）

区分 選挙当日の
有権者数 投票者数 投票率

男 4,488 人 3,293 人 73.37％
女 4,821 人 3,374 人 69.99％
計 9,309 人 6,667 人 71.62％

※期日前投票所での投票者数　2,217 人

■福島県小選挙区選出議員選挙（第３区）
　候補者および候補者別得票数

候補者名 得票数
小山田としえ 283 票
菅野　さちこ 2,645 票
げんば光一郎 3,599 票

※無効投票　140 票
■東北選挙区比例代表選出議員選挙政党等の
　名称および政党等別得票数
名簿届出政党等の名称 得票数

社会民主党 162 票
公 明 党 341 票
幸福実現党 17 票
みんなの党 419 票
自由民主党 2,213 票
民 主 党 1,739 票
日本共産党 184 票
新 党 改 革 138 票
日本維新の会 864 票
日本未来の党 296 票

※無効投票　292 票
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任
期
満
了
に
よ
る
町
長
選
挙
が

３
月
12
日
告
示
、
３
月
17
日
投
票

の
日
程
で
執
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
有
権
者
一
人
一

人
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
大

切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
し
な
い
で

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
告
示
日

　

平
成
25
年
３
月
12
日
㊋

■
投
票
日

　

平
成
25
年
３
月
17
日
㊐

【
選
挙
人
名
簿
の
登
録
】

　

今
回
登
録
さ
れ
る
人
は
、
次
の

要
件
を
満
た
し
た
方
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
投
票
日
前
に
転
出
し
た
方

は
投
票
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■
登
録
基
準
日

　

平
成
25
年
３
月
11
日

◆
転
入

平
成
24
年
12
月
12
日
ま
で
に
転

入
届
を
し
、
平
成
25
年
３
月
11

日
現
在
、
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
当
町
に
居
住
し
て
い
る
20
歳

以
上
の
方
で
す
。

◆
新
有
権
者

平
成
５
年
３
月
18
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
平
成
25
年
３
月
17
日

現
在
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
当
町

に
居
住
し
て
い
る
方
で
す
。

【
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
】

　

今
回
登
録
さ
れ
る
方
々
の
名
簿

を
次
に
よ
り
縦
覧
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

　

３
月
12
日
㊋

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
縦
覧
場
所

小
野
町
役
場（
総
務
課
内
）

【
立
候
補
届
け
出
受
け
付
け
】

　

３
月
12
日
㊋

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

小
野
町
役
場　

第
三
会
議
室

【
投
票
】

３
月
17
日
㊐

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

町
内
８
カ
所

【
選
挙
会 （
開
票
）】

３
月
17
日
㊐　

午
後
８
時

小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

（
大
ホ
ー
ル
）

【
期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在
者
投
票
】

■
期
日
前
投
票
の
期
間

３
月
13
日
㊌
か
ら
３
月
16
日
㊏

ま
で
の
４
日
間（
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
）

■
期
日
前
投
票
の
場
所

小
野
町
役
場　

第
三
会
議
室

■
期
日
前
投
票
の
で
き
る
方

選
挙
期
日
に
用
務
の
あ
る
方（
仕

事
、
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
）が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
不
在
者
投
票
の
で
き
る
方

病
院
、老
人
ホ
ー
ム
に
入
院（
入

所
）さ
れ
て
い
る
方
、
投
票
区

の
区
域
外
に
滞
在
し
て
い
る
方

（
用
務
、
事
故
な
ど
の
た
め
）が

対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
不
在
者
投
票
の
申
請
は
、

不
在
者
投
票
の
期
間
前
で
も
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
選
挙
期
日
の
日
に
20
歳
を
迎
え

る
方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
投
票
所
入
場
券
】

　

投
票
所
入
場
券
の
発
送
は
３
月

６
日
か
ら
３
月
８
日
ま
で
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

前
記
期
間
内
に
投
票
所
入
場
券

が
届
か
な
い
場
合
は
早
め
に
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
投
票
所
入
場
券
が
届
か
な

く
て
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
選
挙
権
の
あ
る
方
は
、
投
票

所
で
名
簿
と
照
合
の
上
、
投
票
が

で
き
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
７
２
‐
２
１
１
１

小
野
町
長
選
挙
執
行
の
お
知
ら
せ

〈
告
示
日
〉
３
月
12
日
㊋　
　
〈
投
票
日
〉
３
月
17
日
㊐
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今月のおすすめの本

特別整理期間に伴う
休館のお知らせ

　文化の館では、図書館や郷土史料館
の資料整備を行う「特別整理期間」とし
て、下記の期間が全館休館します。
　休館期間中は、本の貸し出し・返却
や丘灯至夫記念館・郷土史料館・美術
館の見学ができなくなります。
　ご不便をお掛けしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。
■特別整理期間
　３月５日㊋から３月17日㊐まで

　図書館で保存年限の過ぎた雑誌や、
寄贈いただいた本を無料でお渡ししま
す。
　希望される方は、当日、会場にお越
しください。
■日時　２月23日㊏
　　　　午前９時から午後５時まで

リサイクル本市開催

　美術館では園児絵画展を開催してい
ます。
　今年の春、卒園する子どもたちの作
品展ですので、ご家族でぜひご覧くだ
さい。
■会期　２月 24 日㊐まで
■開館時間
　午前９時から午後５時まで

卒園児絵画展開催中！

Information
ふるさと文化の館情報

ふるさと文化の館  ☎72-2120

『だいくとおにろく』

松居直／再話
赤羽末吉／画
福音館書店

『生きづらさはどこから来るか
進化心理学で考える』

石川幹人／著
ちくまプリマー新書

筑摩書房

今月は「節分」にちなんで「鬼」の出てくる絵本を紹
介します。
むかし、ある村にとても流れの速い大きな川があ
りました。村の人たちはその川に何度も橋を架け
ますが、すぐに壊れてしまうのでした。困り果て
た村人たちは名高い大工に橋を架けてもらうこと
にしました。大工が川に行って流れを見ていると
川の中から鬼が現れ…。
鬼の難題を大工が解決する様子ははらはらどきど
きです。一気に読み切ってしまうスピード感のあ
る１冊です。

現代人が抱える「生きづらさ」は人類の進化を理解
する必要がある…と著者。
狩猟採集時代は得意分野に沿って命懸けの仕事が
分担されていてました。現代では情報選択の能力
は育たず、働かない選択肢まで現れました。生物
としてほとんど進化していない人間が多様化する
環境への適応、遺伝を調和させ、才能の開化へと
導くにはどうすれば良いのか…。進化心理学の観
点から論じた１冊です。

一般書

児童書
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２
回
の
大
震
災
経
験

大
川
原　

守

（
小
野
山
神
出
身
／
埼
玉
支
部
）

　

１
９
９
５
年
１
月
17
日（
火
）午
前

５
時
46
分
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・３
、

震
度
７
の
地
震
が
淡
路
島
を
震
源
地

と
し
て
神
戸
・
豊
中
・
京
都
へ
と
抜

け
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。

　

昨
日
は
会
社
の
帰
り
、
北
の
新
地

で
遅
く
ま
で
飲
み
、
今
朝
は
ゆ
っ
く

り
と
寝
て
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。

　

ド
カ
ー
ン
と
い
う
音
と
と
も
に

ベ
ッ
ド
か
ら
30
セ
ン
チ
く
ら
い
飛
び

跳
ね
た
ろ
う
か
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
目

を
覚
ま
す
と
、
単
身
寮
が
大
き
な
音

を
立
て
て
揺
れ
て
い
る
。
建
物
が
倒

壊
す
る
の
で
は
な
い
か
、
窓
か
ら
飛

び
降
り
る
か
、便
所
に
逃
げ
込
む
か
、

飛
び
降
り
る
に
し
て
も
４
階
の
窓
の

下
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
。
頭
が
空
回

り
し
て
い
る
。
20
秒
ほ
ど
で
揺
れ
は

止
ま
っ
た
。
テ
レ
ビ
を
見
よ
う
と
し

た
が
、
枕
元
に
あ
っ
た
テ
レ
ビ
が
別

の
部
屋
に
あ
る
冷
蔵
庫
に
台
車
ご
と

ぶ
つ
か
っ
て
い
た
。

　

大
阪
に
転
勤
し
て
き
た
と
き
、
同

僚
が
関
東
は
地
震
が
多
く
て
大
変
だ

ね
、
そ
の
点
関
西
は
地
震
が
な
く
安

心
だ
よ
と
言
っ
た
の
を
思
い
出
し

た
。

　

テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
か
ら
映
し
出
さ
れ
る
映
像
は
、

火
災
の
発
生
、
高
速
道
路
の
落
下
、

倒
壊
し
た
民
家
の
家
々
、
事
態
は

刻
々
と
深
刻
な
状
況
に
変
わ
り
、
近

隣
も
至
る
所
で
火
災
が
発
生
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
絶
え
間
な
く
聞
こ
え

る
救
急
車
と
消
防
車
の
音
、
上
空
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
数
も
多
く
な
り
こ

れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

う
ち
、
会
社
の
あ
る
中
の
島
が
映
し

出
さ
れ
る
と
、
会
社
の
窓
ガ
ラ
ス
が

割
れ
落
ち
て
お
り
、
隣
の
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
も
そ
の
隣
の
朝
日
新
聞
社
ビ

ル
も
ガ
ラ
ス
が
割
れ
落
ち
て
い
る
。

自
宅
に
電
話
は
通
じ
ず
、
会
社
に
も

通
じ
ず
、
ま
た
電
車
は
ス
ト
ッ
プ
、

タ
ク
シ
ー
も
走
っ
て
な
く
、
わ
れ
わ

れ
約
30
人
の
単
身
者
は
食
堂
に
集
合

し
善
後
策
を
話
し
合
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
会
社
か
ら
向
け
ら

れ
た
車
で
出
社
す
る
と
、
す
で
に
数

名
の
社
員
が
割
れ
落
ち
た
ガ
ラ
ス
の

整
理
に
当
た
っ
て
い
た
。

　

死
者
６
，４
３
４
人
、
重
軽
傷
者

４
万
３
，７
９
２
人
、
倒
壊
家
屋

27
万
４
，１
８
１
棟
、
消
失
家
屋
７
，

５
０
０
棟
、
避
難
者
35
万
人
、
断
水

１
３
０
万
世
帯
、
停
電
２
６
０
万
世

帯
、
電
話
不
通
30
万
、
回
線
同
時
多

発
火
災
２
９
０
件
の
大
惨
事
と
な
っ

た
。
私
は
、
こ
の
阪
神
淡
路
大
震

災
、
そ
し
て
、
一
昨
年
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
、
さ
ら
に
は
原
発
事
故

を
経
験
し
、
よ
く
想
定
外
と
の
言
葉

を
耳
に
す
る
が
甚
だ
疑
問
の
言
葉
で

あ
る
。

広報おのまち
有料広告募集！

■掲載位置　広報おのまちの表紙と裏表紙を除く各ページの最下段
■掲載規格　１号広告…縦 45mm×横 178mm（最下段１段）
　　　　　　２号広告…縦 45mm×横 88mm（最下段１段の１/２）
　　　　　　※いずれも１色刷り
■掲載料　　１号広告…１回：10,000 円　連続６回：50,000 円
　　　　　　２号広告…１回：   5,000 円　連続６回：25,000 円
■掲載期間　広報おのまち１号につき１回
申し込み方法など詳しくは町ウェブサイトをご覧になるか、お問い
合わせください。

問企画商工課　☎ 72-6939

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信



公立小野町地方綜合病院から

◎ホールボディカウンターの受納式および
　開所式が行われました

　ホールボディカウンター（内部被ばく検査
測定機器）の受納式および開所式が１月10日、
当病院で行われました。
　これは、ライオンズクラブ国際協会から、
地域住民の放射線内部被ばく管理と不安解
消、安心確保を目的に、福島県内に３台寄贈
され、そのうち１台を当病院に寄贈いただい
たものです。
　受納式では、ライオンズクラブ国際協会
332-D地区ガバナー坂本さんから当病院の宍戸理事長（町長）にホールボディカウンター取扱説明書
の贈呈があり、引き続き行われた開所式では、ホールボディカウンター検査室でテープカットが行
われました。
　このたびのご厚意に対し、紙上より厚くお礼申し上げます。
　なおホールボディカウンター検査の詳しい内容については、お問い合わせください。
問公立小野町地方綜合病院総務課　☎ 72-3181

開所式の様子
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◎平成27年１月の新病院開院を目指して

　当病院は、内科をはじめ10科の診療を行うほか、119床の入院病棟、人工透析治療、訪問看護な
ど地域に密着し、地域の皆さんに不可欠な医療サービスの提供に努めています。
　震災以降は、入院、外来患者数はともに増加傾向にあり、1日も早い新病院建設が期待されてい
ます。
　新病院建設に当たっては、設計段階から施工業者の知識、技術、ノウハウなどを最大限に発揮でき、
また工期の短縮、コスト縮減が期待できる「設計施工一括発注公募型プロポーザル方式※」を採用し、
このたび、施工業者が決定しました。
　この秋には、建設に係る設計を完了し 11月頃から建設工事に着手し、平成27年１月の開院に向
け作業を進めています。
　新病院は、現在の診療科目や入院機能を維持するほか、地域に不足する診療科目の開設に努めて
まいります。

※「設計・施工一括発注公募型プロポーザル方式」とは、設計と施工を一括して同一の事業者に発注する
　もので、事業者選定に当たり参加希望者を公募し、設計および施工に関する技術提案書の提出を求め、　
　審査によって妥当と認められた技術提案書（価格提案を加味して総合的に評価）の提出者を事業者とし
　て選定する方式です。



 

　「妊産婦に関する調査」は、県が県民健康管理調査の一環と
して、妊婦さんご自身や赤ちゃんの健康管理のお手伝いをする
ため、福島県立医科大学に委託して実施されています。
　対象の方へは昨年 12月中旬から調査票を発送していますの
で、ご協力ください。妊娠・出産・育児などに関してご相談な
どがございましたら、遠慮なくご記入ください。記入内容に応
じて助産師などが電話連絡し対応します。
■調査対象者
　平成23 年８月１日から平成24年７月31日までの期間に、
・県内の市町村で母子健康手帳を交付された方
・県外で母子健康手帳を交付された方で、県内で妊産婦健診を
　受けた方や出産された方の中で申し出のあった方

　ご質問など詳しくは、お問い合わせください。
問福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター
☎ 024-549-5180（午前９時から午後５時まで。㊏㊐㊗を除く）

　昨年７月の住民健診でが
ん検診を受けなかった方を
対象に、子宮がん・乳がん・
大腸がん施設検診を実施し
ています。がんは早期発見
と早期治療により大きな治
療効果が期待できます。
　検診期間が残り少なく混
雑が予想されますので、ま
だ受けていない方は、早め
に予約し受診しましょう。
　がん施設検診の受診方法
など詳しくは、お問い合わ
せください。
問健康福祉課　☎ 72-6934

　住民健診で詳しい検査や治療が必要になった
方は早めに受診し、健康状態を再確認しましょ
う。
　がん検診の結果、精密検査が必要になった方
（要精検者）の受診率は11月末現在で、約４割と
大変低い受診状況です。（下表）
　住民健診の結果を生かし、自分の健康状態を
詳しく知るために、自覚症状がなくても早めに

平成24年度　小野町各種がん検診等精密検査受診状況
平成24年11月末現在

受診者
（人）

要精密検査者
（人）

精密検査受診者
（人）

受診率
（％）

胃がん 703 74 30 40.5
大腸がん 619 49 21 42.9

胸部（肺・結核） 1,137 71 35 49.3
前立腺がん 371 27 5 18.5

受診しましょう。受診する際には「健康診断結
果通知書」と同封された「受診はがき」を忘れ
ず持参しましょう。
　また周囲にまだ精密検査を受けていない方が
いたら、家族が健康に過ごし大切な人を守るた
めにも皆さんからも受診を勧めましょう。
問健康福祉課　☎ 72-6934

住民健診の結果を生かしていますか

がん施設検診は
２月末まで実施中

「妊産婦に関する調査」について
‐県民健康管理調査‐
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あ
な
た
の
「
が
ん
ば
り
」

応
援
し
ま
す

-

地
域
の
が
ん
ば
り

　
　
　
　
応
援
事
業
補
助
金-

　

小
野
町
地
域
の
が
ん
ば
り
応
援

事
業
補
助
金
は
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
活
性

化
や
地
域
の
課
題
解
決
な
ど
を
目

指
し
、
自
主
的
か
つ
自
立
的
に
活

動
す
る
住
民
活
動
団
体
に
交
付

し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。

　

あ
な
た
の「
が
ん
ば
り
」を
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

町
内
で
実
施
さ
れ
る
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
事
業（
た
だ
し
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事
業
で

あ
っ
て
も
、
事
業
を
発
展
さ
せ

て
拡
充
す
る
も
の
は
、
対
象
と

な
り
ま
す
）

※「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」と
は
、
地

域
の
活
性
化
や
地
域
の
課
題
解

決
な
ど
を
目
指
し
住
民
の
利
益

の
増
進
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。

■
補
助
金
の
上
限
額

　

５
万
５
，０
０
０
円

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

問
企
画
商
工
課

☎
７
２
‐
６
９
３
９

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
を

支
援
し
ま
す

-

中
小
企
業
復
興
・
復
興
支
援
施
策-

　

県
で
は
、
震
災
か
ら
の
復
旧
を

目
指
す
県
内
中
小
企
業
の
皆
さ
ん

を
支
援
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
補
助
制
度
：
施
設
・
設
備
の
復
旧

経
費
の
一
部
を
補
助
】

◎
中
小
企
業
等
復
旧
・
復
興
支
援
事
業

■
対
象
者

①
店
舗
な
ど
が「
半
壊
」以
上
の
被

害
を
受
け
た
方

②
避
難
指
示
区
域
な
ど
に
店
舗
な

ど
が
あ
る
中
小
企
業

■
補
助
率

▽
店
舗
な
ど
の
借
り
上
げ

　

①
の
う
ち
全
壊
…
４
分
の
３
以

　

内
、
半
壊
…
２
分
の
１
以
内

　

②
４
分
の
３
以
内

▽
店
舗
な
ど
の
建
て
替
え
・
修
繕

　

①
、
②
と
も
３
分
の
１
以
内

　

※
上
限
額
５
０
０
万
円

問
県
企
業
立
地
課

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
２
８
０

【
資
金
繰
り
支
援
：
運
転
資
金
・
設

備
資
金
を
融
資
】

◎
県
制
度
資
金「
ふ
く
し
ま
復
興　

　

特
別
資
金
」

■
対
象
者

　

震
災
に
よ
り
事
業
活
動
に
影
響

　

を
受
け
た
中
小
企
業

■
利
率
な
ど

　

固
定　

年
１
・
５
％

　

融
資
限
度
額
８
，０
０
０
万
円

問
県
経
営
金
融
課

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
２
９
１

◎
原
子
力
災
害
に
伴
う「
特
定
地
域

　

中
小
企
業
特
別
資
金
」

■
対
象
者

　

避
難
指
示
区
域
な
ど
に
店
舗
な

　

ど
が
あ
る
中
小
企
業

①
県
内
の
移
転
先
に
お
い
て
事
業

　

を
再
開
・
継
続
す
る
方

②
避
難
指
示
解
除
区
域
な
ど
で
事

　

業
を
再
開
・
継
続
す
る
方

■
利
率
な
ど

　

無
利
子
、
無
担
保

▽
融
資
限
度
額

　

①
の
方
…
３
，０
０
０
万
円

　

②
の
方
…
５
０
０
万
円

問
公
益
財
団
法
人
福
島
県
産
業
振
興

　

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
０
９
４
８

　
「
福
島
県
内
の
中
小
企
業
向
け

復
旧
・
復
興
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」で
制
度
の
詳
細
・
そ
の
他
の

支
援
策
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
：「
福

島
県
中
小
企
業
復
興
支
援
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
先

ま
た
は
企
画
商
工
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
商
工
課

☎
７
２
‐
６
９
３
９

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
・

予
備
自
衛
官
補
募
集

【
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集
】

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
幹
部
候

補
生
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

▽
一
般
・
飛
行
・
院
卒
者

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
で
、

　

大
学
を
卒
業
ま
た
は
平
成
26
年

　

３
月
卒
業
見
込
み
の
方

くらしの情報

▽
歯
科

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方
で
、
歯

科
課
程
の
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平

成
26
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

▽
薬
剤

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
で
、

薬
学
課
程
の
大
学
を
卒
業
ま
た

は
平
成
26
年
３
月
卒
業
見
込
み

の
方

■
受
付
期
間

４
月
26
日
㊎
ま
で

■
試
験
日

５
月
11
日
㊏
・
12
日
㊐

※
12
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み

■
試
験
会
場

　

日
大
工
学
部（
郡
山
市
）予
定

【
予
備
自
衛
官
補
募
集
】

◆
予
備
自
衛
官
と
は

　

普
段
は
社
会
人
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
業
に
従
事
し
な
が
ら
、

必
要
と
さ
れ
る
練
度
を
維
持
す
る

た
め
に
応
じ
ま
す
。

　

一
般
公
募
は
、
採
用
年
齢
に
適

し
た
方
な
ら
応
募
可
能
で
す
。

　

技
能
公
募
は
、
語
学
や
医
療
技

術
、
整
備
、
情
報
処
理
、
通
信
、

電
気
、
建
設
な
ど（
国
家
資
格
な

ど
）の
分
野
に
精
通
し
た
方
が
応

募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
予
備
自
衛
官
補
採
用
試
験

■
受
付
期
間

　

４
月
３
日
㊌
ま
で
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休日当番医

＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」を
　ご覧ください。

毎日、19:00 ～翌 8:00
プッシュ回線・携帯電話からは#8000
アナログ回線からは☎ 024-521-3709
詳しくは「子どもの救急について」をご覧くだ
さい。

こども救急電話相談

２月
17日㊐　東部台こどもクリニック（田村市船引町）
　 　　　 ☎ 81-2580
24日㊐　雷クリニック（三春町）
　 　　　 ☎ 62-6333

３月
  3日㊐　総合南東北病院附属大越診療所（田村市大越町）
　 　　　☎ 79-2121
10日㊐　総合南東北病院附属滝根診療所（田村市滝根町）
　 　　　☎ 78-2442
17日㊐　まつざき内科胃腸科クリニック（田村市常葉町）
　　　　 ☎ 77-2870
20 日㊌㊗のざわ内科クリニック（三春町）　
　　　　 ☎ 61-1500
24日㊐　まつえ整形外科（田村市船引町）
　 　　　☎ 81-1222
31 日㊐　島貫整形外科（小野町）
　　　　 ☎ 72-2722

■
試
験
日

４
月
12
日
㊎
か
ら
４
月
15
日
㊊

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

■
応
募
資
格

▽
一
般
公
募

男
女
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

▽
技
能
公
募

男
女
18
歳
以
上
53
歳
未
満
の
方

■
試
験
会
場

福
島
市
か
郡
山
市
の
ど
ち
ら
か

で
予
定

受
験
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
郡
山
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
１
４
２
４

ち
び
っ
こ
探
険
学
校

ヨ
ロ
ン
島　

参
加
者
募
集

-

南
の
島
で
国
際
交
流
／
野
外
活
動

体
験-

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は「
第

37
回
ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン

島（
ヨ
ロ
ン
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
）」の
参
加
者
を
全
国
か

ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
ヨ
ロ
ン
島
の
美

し
い
自
然
の
中
で
、
全
国
か
ら
参

加
す
る
仲
間
と
の
共
同
生
活
や
さ

ま
ざ
ま
な
野
外
活
動
を
通
し
て
、

友
達
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、

お
互
い
に
協
力
し
助
け
合
い
、
積

極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
養

い
ま
す
。

■
期
間

３
月
26
日
㊋
か
ら
４
月
１
日
㊊

ま
で
６
泊
７
日

■
場
所

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

■
定
員

　

日
本
人
小
学
生
２
０
０
人
、
在

日
外
国
人
小
学
生
１
０
０
人（
平

成
25
年
２
月
末
現
在
、
小
学
２
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
）

■
締
め
切
り

３
月
６
日
㊌（
先
着
順
）

■
出
発
地
と
参
加
費

福
島
駅
：
14
万
６
，０
０
０
円

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
‐
６
４
５
９
‐
４
６
６
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w
w
w
.

kskk.or.jp

ふ
く
し
ま
大
卒
等

合
同
企
業
面
接
会
開
催

-

学
生
の
皆
さ
ん
へ-

　

平
成
25
年
３
月
新
規
大
学
等
を

卒
業
予
定
の
方
、
平
成
22
年
３
月
以

降
に
卒
業
し
て
、
現
在
就
職
活
動

を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社

員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内

企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

〜
県
内
企
業
30
社
が
参
加
予
定
〜

■
開
催
日

　

３
月
12
日
㊋

■
実
施
内
容

▽
直
前
相
談

　

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

面
接
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
の

　

相
談
・
助
言
な
ど

▽
合
同
就
職
面
接
会

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

　

ビ
ッ
グ
ア
イ（
郡
山
市
）

■
主
催

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、福
島
・

郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

福
島
県

■
そ
の
他

①
事
前
申
し
込
み
不
要
。
お
気
軽

　

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
、
開
催
１
週
間

　

前
に
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

③
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人

　

事
担
当
者
と
の
個
別
面
談
、
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
各
機
関
に
よ

　

る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
な
ど

　

を
行
い
ま
す
。

問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
４
‐
５
２
９
‐
５
３
９
６
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福島県総合医療情報システム 検索索

バーコード認識機能で、携
帯電話から「福島県総合医
療情報システム」をご覧い
ただけます。

検索福島県　こどもの救急 索



全
体
と
し
て
放
火
さ
れ
な
い
環
境

を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
住
宅
に
お
け
る
対
策

・
建
物
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も

　

の
を
放
置
せ
ず
、
整
理
整
頓
を

　

し
ま
し
ょ
う
。

・
新
聞
紙
や
チ
ラ
シ
、
郵
便
物
な

ど
は
こ
ま
め
に
取
り
込
み
ま 

し
ょ
う
。

・
車
や
バ
イ
ク
の
ボ
デ
ィ
ー
カ

バ
ー
は
防
炎
製
品
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

◆
地
域
に
お
け
る
対
策

・
夜
間
に
ご
み
を
放
置
し
な
い
な

　

ど
、
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守

　

り
ま
し
ょ
う
。

・
隣
近
所
と
の
連
携
を
深
め
、
不

　

審
者
に
対
す
る
警
戒
心
を
高
め

　

ま
し
ょ
う
。

・
講
習
会
や
消
防
訓
練
を
行
い
、

　

防
火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

◆
事
業
所
な
ど
に
お
け
る
対
策

・
死
角
と
な
り
や
す
い
箇
所
の
監
視

　

や
巡
回
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
イ
レ
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
や
階

　

段
な
ど
の
可
燃
物
や
不
要
な
物

　

品
は
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。

・
消
防
訓
練
を
行
い
、
防
火
管
理

　

体
制
や
災
害
時
の
活
動
の
確
認

　

を
し
ま
し
ょ
う
。

問
郡
山
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
１
８
７
８

ふ
く
し
ま
大
卒
等

ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
開
催

-

学
生
の
皆
さ
ん
へ-

　

平
成
26
年
３
月
新
規
大
学
等
を

卒
業
予
定
の
方
を
対
象
に
、
県
内
企

業
の
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
ふ
く
し
ま
大
卒
等
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
in
郡
山
】

〜
県
内
企
業
１
５
０
社
が
参
加
予
定
〜

■
開
催
日

　

３
月
４
日
㊊

■
実
施
内
容

▽
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

▽
合
同
企
業
説
明
会

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
（
郡
山
市
）

■
主
催

郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、

福
島
県

問
郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
０
２
４
‐
９
２
７
‐
４
６
３
３

【
ふ
く
し
ま
大
卒
等
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
in

福
島
】

〜
県
内
企
業
１
０
０
社
が
参
加
予
定
〜

■
開
催
日

　

３
月
18
日
㊊

■
実
施
内
容

▽
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

▽
合
同
企
業
説
明
会

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

　

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ（
福
島
市
）

■
主
催

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
福
島
県

問
福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
０
４
６
６

■
そ
の
他

①
各
会
場
と
も
事
前
申
し
込
み
不
要
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
、
各
会
場
の
開

催
１
週
間
前
に
、
福
島
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま

す
。

③
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人

事
担
当
者
の
事
業
・
職
務
内

容
、
今
後
の
採
用
計
画
な
ど
の

説
明
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
各

機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報

提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

平
成
25
年
度

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職

員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
で
は
、
次

の
と
お
り
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

【
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
】

■
場
所

　

福
島
大
学（
福
島
市
）

■
日
時

　

２
月
28
日
㊍

　

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
40
分

　

ま
で

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
職
員
採
用
試
験
の
概
要
お
よ
び

　

採
用
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て

・
各
国
立
大
学
の
概
要
お
よ
び
業

　

務
内
容
に
つ
い
て

・
先
輩
職
員
の
体
験
談

・
職
員
に
よ
る
個
別
相
談
会

※
参
加
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専

　

用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
事
前
予
約
が

　

必
要
で
す
。

【
平
成
25
年
度
東
北
地
区
国
立
大
学

法
人
等
職
員
採
用
試
験
】

■
受
験
申
し
込
み
受
付
期
間

　

４
月
初
旬

■
日
程

▽
第
１
次
試
験
日

　

５
月
中
旬（
教
養
試
験
）

▽
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表

　

６
月
中
旬

▽
第
２
次
試
験

　

７
月
初
旬
以
降
開
始
予
定

■
受
験
資
格

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
東
北
地
区
国
立
大
学
法

人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ【http://w

w
w
.

bureau.tohoku.ac.jp/shaken/

】

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員

採
用
試
験
事
務
室

☎
０
２
２
‐
２
１
７
‐
５
６
７
６

メ
ー
ル
：shiken@

bureau.toho
ku.ac.jp

地
域
み
ん
な
で
火
の
用
心

-

安
全
・
安
心
な
ま
ち
の
た
め
に-

　

放
火
ま
た
は
放
火
の
疑
い
に
よ

る
火
災
は
、
全
国
の
出
火
原
因
の

ト
ッ
プ
を
占
め
て
お
り
、
さ
ら
に
冬

か
ら
春
先
の
深
夜
か
ら
明
け
方
に

か
け
て
、
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

放
火
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
地
域

くらしの情報
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⽉⽇ ⾏   事 時 間 場  所

2/16㊏ あそびの広場 9:30~11:30 ⼦育て⽀援センター

17㊐
窓⼝開庁⽇
第27回B&Gビーチバレーボール

⾏政区親善交歓会

役場
町⺠体育館
海洋センター

18㊊

19㊋ あそびの広場
２歳児⻭科教室

9:30~11:30
受付 13:00~13:30

⼦育て⽀援センター
⺟⼦健康センター

20㊌ 窓⼝延⻑⽇ 8:30~19:15 役場

21㊍ 精神保健デイケア 10:00~14:00 多⽬的研修集会施設

22㊎ ヘルスアップ運動教室 13:30~15:30 多⽬的研修集会施設

23㊏ あそびの広場 9:30~11:30 ⼦育て⽀援センター

24㊐
25㊊

26㊋ あそびの広場
３歳児健診

9:30~11:30
受付 13:00~13:30

⼦育て⽀援センター
⺟⼦健康センター

27㊌ 窓⼝延⻑⽇ 8:30~19:15 役場

28㊍ ふるさと⽂化の館休館⽇
育児教室 受付 10:00~10:15

ふるさと⽂化の館
⺟⼦健康センター

3/  1㊎ ●春の全国⽕災予防運動
健康相談⽇

〜 7⽇まで
9:00~17:00 ⺟⼦健康センター

2㊏ あそびの広場 9:30~11:30 ⼦育て⽀援センター

3㊐
4㊊ ヘルスアップ運動教室 13:30~15:30 多⽬的研修集会施設

5㊋ あそびの広場 9:30~11:30 ⼦育て⽀援センター

6㊌ １歳６カ⽉児健診
窓⼝延⻑⽇

受付 13:00~13:30
8:30~19:15

⺟⼦健康センター
役場

7㊍ ⼈権相談
こころの相談室

10:00~15:00
13:00~15:00

⺟⼦健康センター
⺟⼦健康センター

8㊎
9㊏ あそびの広場 9:30~11:30 ⼦育て⽀援センター

10㊐ 2013 スプリングフェスティバル 14:00~ 多⽬的研修集会施設

11㊊ バッジ式線量測定（⼀般） 15:00~18:30 役場第２会議室

12㊋ あそびの広場
バッジ式線量測定（⼀般）

9:30~11:30
15:00~18:30

⼦育て⽀援センター
役場第２会議室

13㊌
●中学校卒業式
３カ⽉児健診
窓⼝延⻑⽇

受付 13:00~13:30
8:30~19:15

⺟⼦健康センター
役場

14㊍ おやつ教室
こころの相談室

受付 10:00~10:15
10:00~12:00

⺟⼦健康センター
⺟⼦健康センター

15㊎

⾏事カレンダー
Calendar

●納め忘れのないように、ご確認ください。
●納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期 固定資産税（４期）
国民健康保険税（８期）
後期高齢者医療保険料（７期）2月28日㊍納期限

　老人憩の家たかむら荘「ゆ～ゆ～こ
まち」では、利用促進のため“変わり湯”
を実施します。
　いつもと違ったお風呂が楽しめます
ので、ぜひご利用ください。

◎変わり湯

　りんご湯（香りによるリラックス効
果や血行促進・保湿・美肌・安眠効果・
疲労回復などに効果があると言われて
います）
◎実施期間

　２月22日㊎から２月24日㊐まで

問ゆ～ゆ～こまち　☎ 72-3736
問健康福祉課　☎ 72-6934

変わり湯（りんご湯）を
実施します

　小野町の「イベント・伝統行事」「自
然・風景」をテーマに募集した「きら
めく小野町フォトコンテスト」の作品
展を開催します。
　小野町の魅力あふれる作品を多数展
示しますので、ぜひご覧ください。

■会期
　３月１日㊎から３月３日㊐まで
　３月19日㊋から３月24日㊐まで
■場所　ふるさと文化の館美術館
■入場料　無料

問企画商工課　☎ 72-6938

きらめく
小野町フォトコンテスト
作品展のご案内

きらめく
小野町フォト ンテスト
作品展のご案内
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くらしの情報

福島県最低賃金

件名
最低賃金額

効力発生年月日
１時間

産
業
別
最
低
賃
金

非鉄金属製造業 778 円 平成 25 年１月 11 日
電子部品・デバ
イス・電子回路、
電気機器器具、
情報通信機械器
具製造業

730 円 平成 25 年１月 11 日

輸送用機械器具
製造業 765 円 平成 25 年１月 11 日

計量器・測定器・
分析機器・試験
機・測量機械器
具・理化学機械
器具、時計・同
部品、眼鏡製造
業

763 円 平成 25 年１月 11 日

自動車小売業 761 円 平成 24 年 12 月 28 日
※産業別最低賃金の一部に適用除外業種や業務があります。
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自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

（
午
前
０
時
）現
在
で
運
輸
支
局
の

登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有
者（
割

賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場
合
は
使

用
者
）が
、
５
月
31
日
ま
で
に
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
自
動
車
税
ト
ラ
ブ
ル
防
止
３
カ
条

◆
そ
の
１

　

抹
消
な
ど
の
手
続
き
は
、
３
月

31
日
ま
で
に
運
輸
支
局
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
り
、
下
取

り
に
出
し
た
り
、
廃
車
し
た
り
し

た
と
き
は
必
ず
運
輸
支
局
で
３
月

31
日
ま
で
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
31
日
ま
で
に
登
録
手
続
き
が

終
了
し
な
い
と
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

◆
そ
の
２

　

転
居
し
た
ら
、
車
検
証
の
住
所

変
更
を
運
輸
支
局
で
登
録
し
ま

し
ょ
う
。

　

住
民
票
を
異
動
し
て
も
車
検
証

の
住
所
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
運
輸

支
局
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
や
む

を
得
ず
手
続
き
が
で
き
な
い
と
き

は
、
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
３

　

納
税
証
明
書
は
車
検
証
と
一
緒

に
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
の
継
続
検
査（
車
検
）を

受
け
る
際
に
は
納
税
証
明
書
が
必

要
で
す
。
自
動
車
税
を
納
め
た
と

き
に
交
付
さ
れ
る
領
収
証
書
に
納

税
証
明
書
が
付
い
て
い
ま
す
。
ま

た
リ
サ
イ
ク
ル
券
も
次
回
車
検

時
、
廃
車
時
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
廃
車
時
ま
で
車
検
証
と
共

に
大
切
に
保
管
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
登
録
手
続
き
を
依
頼
し
た
場
合

　

は
、
登
録
が
済
ん
で
い
る
こ
と

　

を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

（
自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て
）

問
い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
６

　
（
自
動
車
税
に
つ
い
て
）

問
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　

課
税
第
二
課

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
６
１

３
月
31
日
ま
で
に
運
輸
支
局

に
登
録
を
！

-

県
中
地
方
振
興
局
か
ら
自
動
車

税
の
お
知
ら
せ-

　

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き

は
、
毎
年
３
月
に
集
中
し
、
窓
口

や
車
検
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の

手
続
き
は
お
早
め
に

　

名
義
変
更
や
住
所
変
更
、廃
車
、

車
検
な
ど
の
手
続
き
は
２
月
中
に

行
う
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　
（
登
録
関
係
）

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
１
５

　
（
検
査
関
係
）

☎
０
２
４-

５
４
６-

０
３
４
２

　

福
島
県
の
産
業
別
最
低
賃
金

（
５
業
種
）は
、
昨
年
12
月
28
日
か

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

-

使
用
者
も
労
働
者
も-

ら
１
月
11
日
の
間
に
、
時
間
額
が

そ
れ
ぞ
れ
改
正
に
な
り
ま
し
た

（
左
表
の
と
お
り
）。

　

同
日
以
降
は
最
低
賃
金
法
の
規

定
に
よ
り
、
改
正
後
の
最
低
賃
金

額
未
満
で
労
働
者
を
雇
用
し
て
は

な
ら
ず
、
同
額
未
満
の
賃
金
で
雇

用
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
そ

の
契
約
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
４
‐
５
３
６
‐
４
６
０
４

小
町
さ
く
ら
商
品
券（
敬
祝
金
）

の
ご
利
用
は
さ
れ
ま
し
た
か

　

昨
年
９
月
の
敬
老
会
で
贈
呈
し

た「
小
町
さ
く
ら
商
品
券
」の
有
効

期
限
が
３
月
16
日
㊏
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。『
小
町
さ
く
ら
商
品

券
取
り
扱
い
加
盟
店
』の
表
示
が

あ
る
商
店
な
ど
で
お
早
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
商

品
券
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
町
商
店
街
の
活
性
化
と
個

人
消
費
拡
大
の
た
め
に
も
、
期
限

内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



　町で実施している自家消費農作物等の放射性物
質簡易分析結果をお知らせします。

自家消費農作物等の放射性物質簡易測定結果
問町民生活課　☎ 72-6933

■基準値を超えたものの内訳

月 検体数 検体名 測定結果
（Bq/kg)

11 16 イノシシ肉、キノコ、白シ
メジ、ゼンマイ、ナメコ

118.1
～

1,409.9

12 5 イノシシ肉
135.6
～

502.0

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

11 88

小豆、イノシシ肉、カキ〈果実〉、カ
ボチャ、キウイフルーツ、キノコ、キャ
ベツ、クリ、黒豆、サツマイモ、シ
イタケ、ジャガイモ、白シメジ、ゼ
ンマイ、ダイコン、大豆、トロロイモ、
ナメコ、ニンジン、ハクサイ、ホウ
レンソウ、ユズ、米、玄米、もち米

12 37

青豆、小豆、イノシシ肉、カボチャ、
ガマズミ、キノコ、黒豆、コンニャ
ク〈加工品〉、シイタケ、ダイコン、
大豆、茶豆、ハクサイ、米、もち米

※食品以外の検体については、結果に含まれていま
　せん。

■基準値を超えたものの内訳

月 検体数 検体名 測定結果
（Bq/kg)

11 1 キノコ 1,409.0

12 0 ― ―

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

11

21 水道水

55 井戸水、引き水

30

一般食品（小豆、カキ〈果実〉、カボ
チャ、キャベツ、クリ、シイタケ、
ジャガイモ、ダイコン、大豆、ナメコ、
ニンジン、ハクサイ、ユズ、米、玄米、
もち米）

12

19 水道水

17 井戸水、引き水

13
一般食品（青豆、小豆、イノシシ肉、
黒豆、シイタケ、ダイコン、大豆、
ハクサイ）

※食品以外の検体については、結果に含まれていま
　せん。

　町では、11月１日からゲルマニウム半導体放射
能測定器により、飲料水などの精密な測定が必要
な検体について、測定を開始しました。
　ゲルマニウム半導体放射能測定器による放射能
濃度検査の結果をお知らせします。

ゲルマニウム半導体放射能測定器による濃度検査結果
問町民生活課　☎ 72-6933
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国民年金
コーナー

老
齢
給
付
の
受
給
者
に
送
付

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど

の
公
的
年
金
の
老
齢
・
退
職
年
金

は
、
所
得
税
法
で「
雑
所
得
」と
み
な

さ
れ
、所
得
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す（
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
）。

　

公
的
年
金
な
ど
の
支
払
い
者（
厚

生
労
働
省
・
各
共
済
組
合
）は
、
所

得
税
が
老
齢
年
金
な
ど
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

老
齢
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
々

全
員
に「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」を
作
成
し
、
そ
の
年
の
翌
年
１

月
31
日
ま
で
に
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
さ
れ
た
日
本
年
金
機
構
は
、
国
民

年
金
、
厚
生
年
金
保
険
の
対
象
と
な

る
年
金
受
給
者
の
方
に
平
成
24
年
分

の
源
泉
徴
収
票
を
作
成
し
、
平
成
25

年
１
月
31
日
ま
で
に
届
く
よ
う
、
平

成
25
年
１
月
上
旬
か
ら
順
次
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

事
項
は
、
そ
の
年
の
１
年
間
に
支
払

わ
れ
た
年
金
の
総
額
、
社
会
保
険
料

の
金
額（
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康

保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
）、
源
泉
徴
収
税
額
お
よ
び
控

除
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
65
歳
未
満
で
年
金
の
支
払
い

額
が
１
０
８
万
円
に
満
た
な
い
方

と
、
65
歳
以
上
で
年
金
の
支
払
い
額

が
１
５
８
万
円
に
満
た
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ

ま
せ
ん
。確

定
申
告
の
際
に
必
要

　

２
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
い
者
に

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い

る
方
や
、
年
金
以
外
に
給
与
な
ど
の

公的年金等の源泉
徴収票が交付され
ました

所
得
が
あ
る
方
、
ま
た
は
公
的
年
金

な
ど
の
雑
所
得
の
合
計
額
が
各
種
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方
な
ど

は
、
確
定
申
告
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、
こ
の
源
泉

徴
収
票
が
添
付
書
類
と
し
て
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
老
齢
年
金
な
ど
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
な
い
介
護
保
険
料
な
ど

の
社
会
保
険
料
が
あ
る
場
合
は
、
確

定
申
告
を
行
い
、
所
得
税
の
過
不
足

分
を
精
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

源
泉
徴
収
票
を

　
　

紛
失
し
た
と
き
な
ど
は

　

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合
や

未
着
の
場
合
に
は
、
日
本
年
金
機
構

の
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
い
て
源

泉
徴
収
票
の
再
交
付
の
受
け
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す（
そ
の
ほ
か
の
年
金

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）。

（
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
は
）

☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

■
受
付
時
間

▽
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で（
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
、
休
日

明
け
の
初
日
）

▽
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※
日
曜
日
と
第
２
土
曜
日
を
除
く
土

　

曜
日
、
祝
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け

　

ま
せ
ん
。

　

来
訪
に
よ
る
源
泉
徴
収
票
の
再
交

付
の
受
け
付
け
、
そ
の
ほ
か
の
年
金

相
談
に
つ
い
て
は
、
年
金
事
務
所
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
な
ど
の
際
は
、
年
金
証
書
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２
‐
６
９
３
３

22ONOMACHI　Feb_2013



町の人口・世帯数
（平成24年12 月１日現在）

　氏　名　　 　 　 父 ・ 母 　行 政 区

渡邊いろは　 　 　祐 也・充 子　荒 町

（11 月届出分）　

田原　柚香　（ゆずか）　政 敏・美由紀　大 八

吉田　渉悟　（しょうご）　伸 也・裕 紀　平 舘

佐藤日向太　（ひなた）　俊 太・絵 美　飯 豊 上

宗像　麻奈　（ ま な ）　 健 ・麻 美　吉 野 辺

（12月届出分）

　氏　　　名　　　　　年齢　　　　行 政 区

郡　司　ナ　ツ　　　１０３　　　　小 戸 神

（10月届出分）

梅　沢　元　美　　　　９２　　　　中 通

先　﨑　忠　雄　　　　６９　　　　谷 津 作

宗　像　ハ　ツ　　　　９７　　　　谷 津 作

郡　司　アヤ子　　　　８５　　　　小野山神

（11月届出分）

会　田　喜久夫　　　　７９　　　　本 町

遠　藤　良　治　　　　８２　　　　本 町

吉　田　みどり　　　　６８　　　　仲 町

宗　像　美　子　　　　７０　　　　谷 津 作

先　﨑　秀　康　　　　６３　　　　吉 野 辺

横　田　　　好　　　　８３　　　　小 戸 神

村　上　四　郎　　　　８２　　　　小 戸 神

（12 月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を掲載して
　います。

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/ml 以下 0CFU/ml
大腸菌 検出されないこと 検出せず
塩化物イオン 200mg/l 以下 8.1mg/l
有機物（TOC） 3mg/l 以下 0.6mg/l
PH値 5.8 ～ 8.6 7.3
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 <1度
濁度 2度以下 <0.1 度

問地域整備課　☎ 72-6936

12 月に実施した水道水の水質検査の結果は次のとおりです。

上水道水質検査結果

（平成25年１月１日現在）

男　性　　  5,181 人（△ 9）

女　性　　  5,563 人（△ 5）

合　計　　 10,744 人（△ 14）

世帯数　  　3,495 世帯（＋ 4）

男性　　5,171 人（△ 10）

女性　　5,552 人（△ 11）

合計　　10,723 人（△ 21）

世帯数 3,494 世帯（△１）

（　）内は前月比
福島県現住人口調査結果から

　「小野小町ふるさと応援寄付金」へご協
力をいただき、小野町を応援していただ
いています。

矢吹　日出男　様（茨城県つくば市）

※広報紙への掲載承諾があった方を掲載し
ています。

小野小町ふるさと応援寄付金
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ま
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す
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で
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も
あ
り
…
。
季
節
が

変
わ
る
た
び
に
こ
ん
な
気
持
ち

に
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れ
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日
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少
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を
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…
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か
）
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この印刷物は、FSCこの印刷物は、FSC®の基準の基準
に従って認証された適切に管に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。だ用紙で印刷されています。

この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。


